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2012 年 10 月 3 日（水） 定例研究会報告 
テーマ： 「シェーナウの想い」～自然エネルギー社会をこどもたちに～ 
      上映会とトークセッション 
報告者： 都筑 建（太陽光発電所ネットワーク(PV-Net)事務局長） 
時 間： 18：45～21：00  






年 1 月 16 日にシェーナウ電力会社（ＥＷＳ：Elektrizitätswerke Schönau)を発足させた。と
ころが電力網をラインフェルデン電力会社（ＫＷＲ）から購入しなければならず、当初
KWR は 4.5 億円の法外な金額を吹っかけ、後に 1.5 億円値下げし、住民たちからの寄付、
社会目的に積極的に融資をするＧＬＳ銀行からえられた協力によって電力網を買い上げ
ることができ、97 年 7 月に EWS は電力供給を開始する。同社は学校の屋上、町のシンボ
ルの教会屋上にも太陽光パネルを設置し、住民運動の反対派もこの設置には協力するよう
になり、原発に頼らないエコな電力を供給する EWS はシェーナウ市以外の住民からも幅
広く支持され顧客が増大している。以上 1 時間の映画のあらすじである。 









i なかには、発送電技術が電力独占企業に偏在しているなかで EWS はどのようにその技術を蓄積して
いったのかという質問があり、都筑氏は１）EWS は当初技術者を公募によって採用したこと、２）現
在では独自の研究所を開設運営し技術の向上に努力していると回答された。 
 
